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対照表 1.1 （次ペー ジ）
5 
比較項目 琵琶湖流域 淀川下流域
1.マクロスケールでの重要 滋賀県環境政策 大阪湾再生会議な環境課題 琵琶湖・淀川水質保全機構
( 1 ）影響が集積する閉鎖水 琵琶湖→富栄養化の進行、レジームシフ 大阪湾→淀川河口域の富栄養化、貧酸
域－マクロなエンドポイント トの危険 素水塊形成
1.淀川下流域の最大水源 1.淀川水系の負荷の集積
(2）閉鎖水域の特徴 2 下流の治水・利水に関して巨大ダムと 2 琵琶湖の約2倍の面積・容積しての役割 3.西部海域の沖の瀬還流、河口のエス
3.夏季成層・冬季混合 チュアリー循環が物質輸送を支配




( 41.6%) 2 上流域からの排水負荷の間接的影響
(5）これまでの主要な水質 下水道整備など技術的対策、法的規制 下水道整備など技術的対策、法的規制対策




( 1 ）現状の物理・物質・生態 査 2 淀川・大和Jl・神崎川の下水処理網













(3）環境配慮行動をに影響 1 選択の二重性 1 ミクロレベルでの可視化が困難2 合理的説得と情動的説得する社会心理学的要因 3 フィードパックの効果










3 .  P 3 - 1 に よ る 流 域 管 理 の
社 会 的 方 法 （コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 促 進 ） 技 術 的 手 法 （ 下 水 処 理 装 置 の 高 度 化 ・ 増
方 法 論 （ 技 術 ・ 法 ・ 経 済 ・ 社
と 経 済 的 誘 導
設 ） と 社 会 経 済 的 方 法 （ コ ス ト を 媒 介 ）
会 か ら の 選 択 ）
( 1 ) 階 層 性 を 考 慮 し た 流 域
滋 賀 県 一 湖 東 農 業 地 域 一 集 落 農 家
三 川 一 三 川 合 流 ー 淀 Jl － 河 口 域 ・ 大 阪 湾
管 理 シ ス テ ム の 適 用
（階 層 ・ 入 れ 子 構 造 ）
（ ネ ッ ト ワ ー ク ・ 分 岐 構 造 ）
( 2 ） モ ニ タ リ ン グ 手 法 ・ 指 標
現 地 視 察 、 水 質 指 標 、 安 定 同 位 体 （ ト レ ー
現 地 視 察 、 水 質 サ ン プ リ ン グ 、 下 水 処 理
サ ピ リ テ ィ ） 、 生 物 分 布 、 聞 き 取 り 、 統 計 、 場 視 察 、 行 政 報 告 書 分 析 、 環 境 経 済 ア ン
の 開 発
環 境 経 済 ・ 社 会 心 理 ア ン ケ ー ト ケ ー ト 、 安 定 同 位 体 サ ン プ リ ン グ
1  凶 表 ・ 地 凶 ・ 与 真 ・ 映 f家
1 . 図 表 ・ 地 図 ・ 写 真 ・ 映 像
2 専 門 用 語 の 翻 訳 ・ 簡 易 測 定 と の 対 応
2 専 門 用 語 の 翻 訳 ・ 簡 易 測 定 と の 対 応
( 3 ） 可 視 化 手 法 の 開 発 と 使
づ け
づ け
用 の 実 際
3 .  G I S へ の 情 報 集 約
3 .  G I S へ の 情 報 集 約
4 モ デ ル と シ ナ リ オ 作 成
4 . 数 量 化 ・ 貨 幣 コ ス ト へ の 換 算
5 限 界 と な る 環 境 容 量 の 定 量 化
5 . 水 系 ネ ッ ト ワ ー ク の 負 荷 デ ー タ ベ ー ス
16 . 数 量 作 ・ 省 略 価 値 へ の 栂 箪
( 4 ） 地 域 社 会 （ メ ゾ ・ ミ ク ロ ）
1 水 路 調 査 、 水 環 境 に 関 す る 聞 き 取 り
1 河 川 敷 利 用 の 実 態
2 水 辺 の み ら い ワ ー ク シ ョ ッ プ
の 水 環 境 の 発 見 （ エ ン パ ワ
3 . 水 温 ロ ガ ー 、 水 草 ・ 魚 分 布 調 査
2 . わ ん ど （ 貝 ・ 魚 ） 、 ヨ シ 原 （ 鳥 ） の 水 質 浄
メ ン ト ）
4 . 琵 琶 湖 の 環 境 に 関 す る ア ン ケ ー ト
化 機 能 ・ 生 物 ハ ビ タ ッ ト 提 供 機 能 の 評 価
1 . 取 水 ・ 排 水 ネ ッ ト ワ ー ク を 、 適 当 な 単 位
( 5 ） 順 応 的 管 理 （ P D C A ）の
1 . メ ゾ ・ ミ ク ロ ス ケ ー ル で の 農 業 濁 水 実
ご と に 、 下 水 へ の 負 荷 寄 与 率 を 求 め る
2 .  D O に 関 す る 、 上 流 、 下 流 の 水 質 浄 化
た め の 試 み 験
負 担 の 環 境 経 済 的 試 算 （ シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン）
( 6 ） 調 査 結 果 の フ ィ ー ド バ ッ
1 . 地 図 と ニ ュ ー ス レ タ ー 、 報 告 書
2 . 農 業 と 水 環 境 に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ
1 . 大 阪 湾 ・ 淀 川 の 環 境 に 関 す る ア ン ケ ー
ク と 社 会 心 理 学 調 査
3 琵 琶 湖 の 環 境 に 関 す る ア ン ケ ー ト
ト
1 . コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 活 発 さ と 社 会 関 係
( 7 ） 階 層 聞 の コ ミ ュ ニ ケ ー
資 本 の 関 係 の 調 査 （S C 調 査 ）
2 .  G I S ワ ー ク シ ョ ッ プ
1  水 系 ネ ッ ト ワ ー ク の 負 荷 デ ー タ ベ ー ス
シ ョ ン 促 進 手 法 の 開 発 と 回
3 . シ ナ リ オ ワ ー ク シ ョ ッ プ
を 使 っ た 議 論
路 の 豊 富 化
（濁 水 問 題 と 地 域 社 会 の 水 環 境 問 題 を 重
ね て 検 討 で き る 方 法 ）
1 . 地 域 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 重 視 し た
1 . 水 系 ネ ッ ト ワ ー ク の 負 荷 デ ー タ ベ ー ス
( 8 ) P 3 - 1 に 関 係 す る 対 策
流 域 管 理 に よ る 対 応
を 使 っ た 議 論
2 . 「 環 境 こ だ わ り 農 業 J な ど 、 経 済 的 手 法
2 経 済 手 法 に よ る 上 流 ー 下 流 の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン 促 進
4 .  P 3 - 1 の 基 盤 と な る 考 え
階 層 性 を 考 慮 し た 流 域 管 理 シ ス テ ム
間 左
方 （ 左 右 欄 で 続 〈 ）
影 響 が 地 球 ス ケ ー ル に 及 ぶ （ Global ） 地 球
階 層 構 造 を 持 つ 流 域 は 、 前 者 G に つ な が
(  1  ） 地 球 環 境 問 題 の 定 義 と
環 境 問 題 と 、 問 題 構 造 が 地 球 上 に 普 遍 的
る 問 題 で あ る と 同 時 に 、 後 者 U の 意 味 で
流 域 管 理 の 位 置 づ け
に 存 在 す る （ Universal ） 地 球 環 境 問 題 に
分 類 。 そ の 違 い は 連 続 的 な も の 。
の 問 題 。
( 2 ） 空 間 ス ケ ー ル の 持 つ 意
空 間 構 造 は 、 物 理 的 だ け で な く 、 社 会 的
両 プ ロ セ ス が 、 あ い ま っ て 、 地 域 に 固 有 の
昧 と 事 例 研 究 の 持 つ 一 般 性
に 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 分 断 さ れ て 、 流 域
環 境 問 題 を 生 み 出 す 。
の 意 味
内 に 分 散 す る 利 害 関 係 者 を 生 み 出 す 。
キ ー ワ ー ド は 、 ガ パ ナ ン ス 、 社 会 関 係 資
多 様 性 を 維 持 し た ま ま で 、 コ ミ ュ ニ ケ ー
( 3 ） 合 意 形 成
本 、 公 共 圏 の 形 成 。 「 状 況 の 定 義 の 多 様
シ ョ ン の 促 進 に よ り 、 自 発 的 に 、 個 々 の シ
性 」 を な く し た り 、 な く な る こ と を 主 張 し な
ス テ ム 合 理 性 か ら 、 他 者 の 合 理 性 へ の 理
し、。
解 を 進 め る こ と 。
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